






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































874 ～ 920 年
10月、?













































896 ～ 939 年
10月、洛京之
私第







940 年 11 月、河
南県永楽郷徐婁
村（先太保（張
繼業）塋に附す）
57 五代洛陽の張全義について（山根）
図
1　
張
全
義
一
党
家
系
図
58
淄
・
沂
な
ど
周
辺
諸
州
の
長
官
や
河
陽
節
度
使
を
相
次
い
で
務
め
て
い
く
彼
が
、
す
で
に
確
立
し
て
い
た
ら
し
き
父
の
名
声
を
つ
ぎ
な
が
ら
「
仕
者
は
其
の
門
に
踵いた
る
を
得
ざ
る
を
憂
え
、
農
者
は
其
の
野
を
耕
す
を
得
ざ
る
を
慮
り
、
工
者
は
百
廛
の
市
に
踴
躍
し
、
商
者
は
四
達
の
衢
に
鼓
舞
す
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
一
見
無
個
性
な
美
辞
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
様
な
流
民
の
定
着
化
と
い
う
張
全
義
の
施
策
の
本
質
を
表
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
子
張
季
澄
の
墓
誌
（
G
）
で
は
、全
義
・
繼
業
の
業
績
が
綿
々
と
詠
わ
れ
た
後
、
後
唐
支
配
下
で
の
墓
主
自
身
に
つ
い
て
「
或
い
は
経
史
を
討
論
し
、
或
い
は
琴
樽
を
賞
翫
す
」、「
而
し
て
又
た
釋
氏
に
心
を
帰
す
」
と
あ
り
、
洛
陽
自
体
の
社
会
的
復
興
の
進
展
、
張
氏
同
族
集
団
の
富
裕
化
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
張
季
澄
の
埋
葬
の
翌
年
（
九
三
七
年
）
に
反
乱
へ
の
関
与
か
ら
誅
殺
さ
れ
る
張
繼
祚
そ
の
人
が
同
墓
誌
で
は
「
公
の
仲
父
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、そ
の
誅
殺
後
の
撰
述
で
あ
る
「
張
繼
昇
墓
誌
」（
H
）
で
は
、
張
繼
祚
ど
こ
ろ
か
張
全
義
の
事
跡
さ
え
も
一
切
記
さ
れ
ず
、
張
全
恩
の
系
統
の
み
に
慎
重
に
筆
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
張
繼
祚
の
一
件
が
張
全
義
一
党
│
│
す
で
に
張
全
義
そ
の
人
は
亡
い
が
│
│
に
与
え
た
影
響
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
張
季
宣
へ
の
賛
辞
に
付
さ
れ
た
「
青
史
す
ら
猶
お
新
た
に
す
、
必
ず
や
公
侯
の
位
を
復
せ
ん
」（
I
）
と
の
願
望
は
、
つ
い
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。
な
お
、
墓
誌
E
・
G
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
私
第
は
や
は
り
洛
陽
城
の
東
南
に
位
置
し
て
い
る
。
【
張
全
義
麾
下
の
諸
官
僚
】
「
河
南
・
洛
陽
の
僚
佐
」
の
具
体
像
は
墓
誌
か
ら
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
個
々
人
の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
難
い
も
の
の
、
墓
誌
の
撰
者
・
書
者
の
多
く
が
河
南
府
の
幕
僚
や
県
官
で
あ
る
こ
と
も
、
張
全
義
麾
下
の
行
政
官
の
陣
容
、
彼
ら
相
互
の
密
な
る
人
的
結
合
を
示
す
も
の
と
い
え
る
（
表
4
、
撰
者
そ
の
他
の
項
）。
も
っ
と
も
早
く
張
全
義
の
麾
下
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
が
「
張
濛
墓
誌
」（
A
）
の
張
濛
の
事
例
で
あ
る
。
曾
祖
父
は
陝
州
夏
県
令
、祖
父
は
右
武
衛
倉
曹
参
軍
、父
は
塩
鉄
巡
覆
官
で
あ
っ
た
と
い
い
、「
少
く
し
て
儒
学
に
勤
め
、
将
に
郷
挙
を
修
め
ん
と
」
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
懐
州
刺
史
で
あ
っ
た
張
全
義
が
「
将
に
勲
業
を
建
て
ん
と
し
て
士
を
求
め
る
に
切
な
り
。
乃
ち
早
に
其
の
名
を
知
り
、
即
ち
召
し
て
麾
下
に
居
」
さ
せ
た
、
と
い
う
。
以
降
は
張
全
義
の
下
で
財
政
職
を
担
当
し
、
そ
の
銘
其
四
に
も
、「
民
賦
兵
籍
、
咸
な
能
く
之
を
理
す
」
と
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
長
子
の
恪
は
河
陽
軍
同
節
度
副
使
、
娘
の
一
人
も
「
和
門
（
軍
人
）
の
令
子
」
で
あ
る
と
い
う
王
氏
に
嫁
い
で
い
る
。
軍
・
財
両
部
門
へ
の
近
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
、
洛
陽
に
墳
墓
を
持
つ
家
系
で
あ
る
と
と
も
に
、
張
濛
自
身
は
科
挙
受
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
59 五代洛陽の張全義について（山根）
つ
い
で
、
洛
陽
に
入
っ
て
か
ら
の
張
全
義
の
麾
下
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
の
が
、「
張
君
妻
蘇
氏
墓
誌
」（
E
）
に
記
さ
れ
る
蘇
氏
の
父
、
蘇
濬
卿
の
事
例
で
あ
る
。「
齊
王
（
張
全
義
）
洛
師
を
節
制
す
る
の
始
め
に
当
た
り
て
、
太
保
公
（
張
全
恩
）
分
れ
て
兵
戎
を
総
し
、
河
上
に
控
臨
す
。
時
に
密
邑
大
夫
（
蘇
濬
卿
）
孟
州
に
糾
せ
ら
れ
、
是
れ
を
以
て
姻
好
を
議
す
る
を
得
」
た
、
と
い
う
。
密
県
は
河
南
府
東
南
の
一
県
で
あ
り
、
張
全
義
の
洛
陽
到
来
後
に
そ
の
県
令
と
な
っ
た
と
い
う
な
ら
、「
齊
王
外
伝
」
に
語
ら
れ
る
洛
陽
各
県
の
県
令
の
一
人
が
彼
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
張
全
恩
の
女
を
め
と
っ
た
王
禹
（
F
）
は
天
祐
二
年
（
九
〇
五
）
と
い
う
唐
最
末
期
の
科
挙
合
格
者
で
、
許
州
扶
溝
県
主
簿
・
緱
氏
県
令
を
務
め
た
後
、
張
全
義
の
知
遇
を
得
て
澠
池
県
令
・
河
南
府
録
事
参
軍
・
長
水
県
令
を
歴
任
す
る
。
県
令
と
し
て
の
赴
任
先
は
い
ず
れ
も
河
南
府
内
で
あ
り
、
張
全
義
一
党
内
部
の
「
河
南
・
洛
陽
の
僚
佐
」
の
典
型
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
述
の
文
献
史
料
に
お
い
て
張
全
義
の
下
に
早
期
に
加
わ
っ
て
い
た
の
は
、
桑
維
翰
の
父
で
「
客
将
」
で
あ
っ
た
桑
拱
（『
旧
五
代
史
』
巻
八
九
、
桑
維
翰
伝
）
と
、
鄭
珏
の
父
で
河
南
判
官
と
な
っ
て
い
た
鄭
徽
（
表
3
の
②
）
で
あ
っ
た
。
鄭
徽
の
お
じ
で
あ
る
鄭
綮
も
科
挙
合
格
者
で
あ
っ
て
家
は
貧
し
く
、
本
来
は
宰
相
に
登
り
う
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
（『
旧
唐
書
』
巻
一
七
九
、
鄭
綮
伝
）。
李
徳
裕
の
孫
で
、
張
全
義
に
援
助
を
求
め
つ
つ
も
そ
の
幕
職
に
就
く
こ
と
は
固
辞
し
た
李
敬
義
の
対
照
的
事
例
（
表
3
の
③
）
を
見
て
も
、
こ
れ
ら
唐
末
の
科
挙
受
験
者
層
、
下
級
地
方
官
層
こ
そ
が
、
張
全
義
の
下
に
集
っ
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
懐
州
・
洛
陽
な
ど
に
流
寓
し
た
彼
ら
を
麾
下
に
加
え
る
こ
と
は
、
実
は
洛
陽
到
来
以
前
か
ら
張
全
義
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
と
の
婚
姻
関
係
も
結
ば
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。
【
洛
陽
遷
都
と
の
関
連
】
本
論
の
区
分
で
い
う
第
二
期
、
張
全
義
一
党
の
勢
力
拡
大
に
と
っ
て
、
長
安
か
ら
洛
陽
へ
の
遷
都
が
大
き
な
意
義
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
先
に
見
た
張
氏
同
族
集
団
の
墓
誌
の
中
で
も
特
に
「
張
繼
業
墓
誌
」（
D
）
は
、「
既
に
官
業
彰
ら
か
」
で
あ
っ
た
墓
主
が
遷
都
を
機
に
「
仍
お
軍
聲
を
振
わ
せ
」、
六
宅
使
・
大
内
皇
牆
使
に
登
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。
で
は
、
張
氏
以
外
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
程
紫
霄
墓
誌
」（
B
）
は
、
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
洛
陽
で
「
一
位
私
人
之
収
蔵
」
す
る
墓
誌
で
、
墓
主
は
道
教
史
に
お
い
て
唐
宋
間
の「
師
承
譜
系
」の
鍵
と
な
る
道
士
で
あ
る
と
い
う
。
本
墓
誌
に
よ
っ
て
、
右
神
策
軍
管
征
馬
都
将
の
父
を
も
つ
こ
と
、
張
全
義
の
推
薦
で
「
道
玄
先
生
」
の
号
を
得
、
壽
州
團
練
使
張
昌
孫）10
（
の
保
護
を
う
け
洛
陽
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
雷
二
〇
一
三
）。
雷
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
父
か
ら
「
老
子
経
」
を
授
け
ら
れ
長
60
安
で
高
位
を
得
て
い
た
程
紫
霄
が
洛
陽
に
東
遷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
長
安
が
唐
末
に
被
っ
た
破
壊
と
洛
陽
遷
都
と
が
背
景
に
な
っ
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
く
、
先
の
表
3
に
見
ら
れ
た
諸
人
へ
の
支
援
と
同
様
の
そ
れ
が
、
程
紫
霄
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、「
羅
綺
を
衣き
ず
、
心
に
釈
・
老
を
奉
じ
て
左
道
に
溺
れ
」
な
か
っ
た
と
い
う
（『
旧
五
代
史
』
張
全
義
伝
）、
張
全
義
の
信
仰
の
実
態
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
「
聴
四
子
弟
子
」
と
の
自
称
や
文
面
か
ら
、
程
紫
霄
に
道
教
を
学
ん
だ
者
と
知
ら
れ
る
同
墓
誌
の
撰
者
前
河
南
府
録
事
参
軍
伏
琛
は
、「
儲
徳
充
墓
誌
」（
C
）
の
撰
者
で
も
あ
り
、
張
全
義
に
従
う
「
河
南
・
洛
陽
の
僚
佐
」
に
も
こ
う
し
た
宗
教
文
化
に
親
し
む
者
が
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
墓
誌
G
・
H
の
撰
者
た
る
楊
凝
式
は
、
八
七
三
年
生
〜
九
五
四
年
没
、
華
州
華
陰
県
の
人
に
し
て
唐
末
五
代
の
代
表
的
書
家
で
あ
る
。
父
の
渉
は
唐
末
・
後
梁
の
宰
相
、
自
身
は
奔
放
奇
矯
な
行
動
で
「
狂
」「
楊
風
子
」
と
評
さ
れ
、
洛
陽
の
寺
観
に
多
く
の
書
を
残
し
た
（
石
田
一
九
八
一
）。
す
で
に
張
全
義
自
身
は
没
し
て
十
年
以
上
後
の
こ
れ
ら
墓
誌
の
撰
者
に
彼
を
起
用
で
き
る
こ
と
、そ
し
て
、
程
紫
霄
の
事
例
も
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
唐
代
長
安
の
文
化
を
五
代
洛
陽
で
保
護
・
継
承
し
た
存
在
と
し
て
の
張
全
義
一
党
の
歴
史
的
役
割
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
【
朱
全
忠
と
の
関
連
】
先
に
も
ふ
れ
た
通
り
張
全
義
は
、
各
地
と
中
央
を
つ
な
ぐ
宋
代
文
臣
官
僚
制
の
起
点
と
も
評
さ
れ
（
佐
竹
一
九
九
二
）、
洛
陽
を
こ
え
た
広
域
と
の
関
連
・
連
絡
の
如
何
に
も
そ
の
考
察
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
唐
末
か
ら
後
梁
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
特
に
朱
全
忠
個
人
と
の
関
連
の
如
何
と
し
て
問
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
鍵
と
な
る
史
料
が「
儲
徳
充
墓
誌
」（
C
）で
あ
る
。
だ
が
ま
ず
は
行
論
上
、
墓
主
の
姑おば
、
墓
誌
中
に
い
う
「
魏
国
荘
恵
夫
人
」
に
当
た
る
張
全
義
の
妻
儲
氏
に
つ
い
て
、
や
や
詳
細
に
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
諸
編
纂
史
料
に
よ
る
限
り
、
儲
氏
は
張
全
義
唯
一
の
正
妻
と
解
さ
れ
る
。
乾
化
元
年
（
九
一
一
）
年
七
月
に
は
張
全
義
の
私
邸
を
訪
れ
た
朱
全
忠
に
よ
っ
て
陵
辱
さ
れ
な
が
ら
（『
通
鑑
』
巻
二
六
八
、
同
年
同
月
辛
丑
）、
夫
の
忠
誠
に
朱
全
忠
が
疑
念
を
抱
く
や
自
ら
交
渉
に
乗
り
出
し
、
時
に
は
夫
の
た
め
朱
全
忠
を
面
罵
し
て
こ
れ
を
圧
倒
す
る
な
ど
、「
明
敏
に
し
て
口
辯
有
り
」
と
称
賛
さ
れ
る
女
傑
で
あ
っ
た
（『
新
五
代
史
』
張
全
義
伝
）。
し
か
し
劉
連
香
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
張
氏
同
族
集
団
の
墓
誌
D
・
G
・
H
の
い
ず
れ
で
も
、
張
全
義
の
妻
は
「
姜
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
編
纂
史
料
を
再
確
認
す
る
と
、
張
全
義
の
正
妻
の
卒
年
は
お
そ
く
と
も
九
二
一
年
ま
で
と
い
う
も
の
と
、
九
三
五
年
と
い
う
も
の
と
の
矛
盾
す
る
二
案
が
見
出
さ
れ
、
張
繼
業
ら
の
実
母
で
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あ
っ
た
姜
氏
は
九
二
一
年
ま
で
に
は
死
没
し
、
儲
氏
は
後
妻
ま
た
は
妾
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
九
三
五
年
に
没
し
た
、
と
解
さ
れ
る
と
い
う
（
劉
二
〇
〇
四
）。
一
方
で
後
梁
に
お
い
て
は
、
朱
全
忠
の
荒
淫
の
犠
牲
者
と
い
う
形
で
、
儲
氏
に
類
似
す
る
立
場
の
女
性
の
姿
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
知
崇
政
院
事
敬
翔
の
妻
劉
氏
は
、
唐
末
の
戦
乱
下
に
お
い
て
黄
巣
配
下
の
部
将
の
尚
譲
↓
武
寧
節
度
使
の
時
溥
↓
朱
全
忠
ら
の
下
を
「
妓
室
」
と
し
て
遍
歴
し
、
前
妻
と
死
別
し
て
い
た
敬
翔
に
下
賜
さ
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
。
敬
翔
は
朱
全
忠
か
ら
「
軍
謀
政
術
、
一
に
以
て
こ
れ
に
諮
る
」
と
の
信
任
を
得
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
劉
氏
も
藍
田
県
令
の
父
を
持
ち
一
定
の
教
養
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
下
賜
さ
れ
た
後
も
「
太
祖
の
卧
内
に
出
入
し
」「
太
祖
の
勢
を
恃
」
ん
で
敬
翔
を
威
圧
、「
其
の
下
、
別
に
爪
牙
・
典
謁
を
置
き
、
幣
を
書
し
使
を
聘
い
、
藩
鎮
に
交
結
」
し
た
と
い
う
（『
旧
五
代
史
』
巻
一
八
、
敬
翔
伝
）。
若
干
の
飛
躍
を
あ
え
て
し
て
、
儲
氏
も
劉
氏
と
同
様
に
元
来
朱
全
忠
の
下
に
あ
り
、
後
に
張
全
義
に
下
賜
さ
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、両
者
が
張
全
義
の
私
邸
で
公
然
と
「
密
通
」
し
、
か
つ
ま
た
朱
全
忠
が
儲
氏
の
面
罵
に
苦
笑
し
つ
つ
引
き
下
が
っ
た
と
い
う
一
連
の
経
緯
も
、
自
然
な
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
そ
の
上
で
取
り
あ
げ
た
い
史
料
が
、
先
述
の
「
儲
徳
充
墓
誌
」
な
の
で
あ
る
。
劉
連
香
氏
の
研
究
な
ど
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
墓
誌
の
墓
主
は
、
輝
州
（
宋
州
）
碭
山
の
人
、
父
は
孟
州
司
馬
兼
御
史
大
夫
で
、「
族
は
本
よ
り
高
強
に
し
て
家
は
唯
だ
純
粹
な
り
」
と
い
う
。
墓
主
自
身
に
つ
い
て
は
「
圯
橋
に
剣
を
学
」
ん
だ
と
も
、
ま
た
そ
の
銘
の
二
に
「
書
を
杏
壇
に
誦
し
、
剣
を
燕
市
に
学
ぶ
」
と
も
あ
り
、
圯
橋
は
張
良
が
苦
心
の
末
に
兵
書
を
授
か
っ
た
場
所
、
燕
市
と
は
荊
軻
が
飲
み
ふ
け
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
故
事
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
剣
客
的
・
任
侠
的
と
も
評
す
べ
き
前
半
生
へ
の
評
価
と
解
せ
ら
れ
る
。
黄
巣
の
長
安
入
城
後
に
は
父
か
ら
「
吾
が
血
属
既
に
多
し
、
汝 
方
に
齠
齔
、
尤
も
須
く
武
を
習
う
べ
し
」
と
言
わ
れ
、「
府
君 
有
力
な
る
こ
と
虎
の
如
く
、
剣 
剸
犀
と
い
う
べ
し
。
跬
歩
と
し
て
離
れ
ず
、
晨
昏 
定
省
す
」
と
あ
る
一
方
、
長
じ
て
も
官
僚
機
構
上
の
実
職
と
思
わ
れ
る
肩
書
き
の
な
い
墓
主
は
、
同
族
集
団
内
部
の
身
辺
警
護
に
生
涯
当
た
っ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
彼
ら
一
族
が
「
家
を
郟
鄏
（
洛
陽
）
に
徙
す
」
契
機
と
な
っ
た
の
が
、「
夫
に
従
い
京
洛
を
撫
寧
」
し
て
い
た
、
魏
国
荘
恵
夫
人
た
る
墓
主
の
姑
、
す
な
わ
ち
張
全
義
の
夫
人
儲
氏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
一
族
は
「
累
ね
て
渥
澤
に
沐
し
」
た
と
い
い
、
事
実
墓
主
の
弟
ら
は
内
園
使
・
六
軍
諸
衛
左
親
事
都
将
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
友
永
植
氏
に
よ
る
唐
代
内
官
・
宋
代
武
班
官
研
究
に
よ
れ
ば
、
内
園
使
と
は
朱
全
忠
に
よ
っ
て
唐
末
に
そ
の
担
い
手
た
る
宦
官
が
虐
殺
さ
れ
た
と
い
う
内
官
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
た
六
軍
諸
衛
と
は
、
こ
の
宦
官
掃
討
に
際
し
て
朱
全
忠
に
協
力
し
た
崔
胤
が
、
旧
宦
官
指
揮
下
の
兵
力
を
吸
収
し
て
結
成
し
た
「
六
軍
十
二
衛
」
の
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
62
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
儲
氏
一
族
こ
そ
、
宦
官
に
代
わ
っ
て
そ
の
職
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
「
朱
全
忠
之
腹
心
」「
彼
に
お
け
る
家
産
官
僚
的
な
人
材
」（
友
永
二
〇
〇
八
、 
八
〜
九
頁
）
で
あ
っ
た
。
以
上
の
事
柄
を
儲
氏
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
彼
女
は
こ
れ
ら
同
族
集
団
を
そ
の
背
後
に
擁
し
、
ま
た
、
宋
州
碭
山
の
出
身
と
い
う
、
朱
全
忠
や
そ
の
皇
后
張
氏）11
（
と
の
同
郷
関
係
さ
え
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
儲
氏
は
単
に
自
ら
が
胆
力
あ
る
女
傑
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
な
く
、
張
全
義
の
下
に
在
り
つ
つ
、
独
自
の
実
力
・
権
力
の
基
盤
を
も
備
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
夫
と
の
関
係
に
お
い
て
は
対
照
的
な
敬
翔
の
妻
劉
氏
が
有
し
た
も
の
に
類
す
る
、
幕
僚
集
団
と
も
見
ま
が
う
ほ
ど
に
拡
大
さ
れ
た
家
政
機
構
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
実
は
こ
の
よ
う
な
機
構
を
運
用
し
た
夫
人
の
例
は
、
五
代
前
半
に
お
い
て
劉
氏
以
外
に
も
は
る
か
に
好
意
的
な
筆
致
の
下
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
本
論
で
は
再
三
引
用
し
た
「
齊
王
外
伝
」
に
続
き
、
張
齊
賢
『
洛
陽
搢
紳
旧
聞
記
』
巻
二
に
見
え
る
「
李
少
師
賢
妻
」
の
記
述
で
あ
る
。
同
記
事
で
は
、
表
3
の
⑥
に
も
示
し
た
李
少
師
こ
と
李
肅
の
経
歴
に
お
い
て
、
彼
に
嫁
い
だ
張
全
義
の
一
女
た
る
張
氏
に
大
い
に
功
が
あ
っ
た
と
謳
う
。
彼
女
は
平
生
か
ら
「
夫
と
院
を
別
に
し
、
李
公
の
院
姫
妾
数
十
人
な
れ
ば
、
夫
人
も
亦
た
数
十
人
」
と
い
い
、夫
院
の
動
静
を
う
か
が
っ
て
誤
り
が
あ
れ
ば
正
し
た
。
後
晋
以
前
の
こ
と
、
官
庫
の
物
品
を
盗
用
し
た
と
い
う
夫
へ
の
讒
言
を
独
自
に
察
知
し
、
独
力
に
て
彼
を
救
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
洛
陽
搢
紳
旧
聞
記
』
の
撰
者
張
齊
賢
は
、
か
つ
て
李
肅
の
門
下
に
客
と
な
る
こ
と
久
し
く
、
李
肅
の
死
に
際
し
て
は
そ
の
葬
事
も
営
ん
だ
と
い
う
（『
宋
史
』
巻
二
六
五
、
張
齊
賢
伝
）。
そ
の
よ
う
な
彼
が
称
え
つ
つ
述
べ
た
「
賢
妻
」
の
様
相
が
、
先
の
敬
翔
の
妻
劉
氏
の
そ
れ
と
通
底
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
行
動
と
彼
女
ら
の
有
し
た
拡
大
型
家
政
機
構
が
、
五
代
前
半
の
洛
陽
・
河
南
に
お
い
て
広
く
見
ら
れ
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
か
。
劉
氏
に
関
す
る
記
述
が
「
当
時
の
貴
達
の
家
、
従
い
て
之
に
效
う
。
敗
俗
の
甚
だ
し
き
な
り
」（『
旧
五
代
史
』
巻
一
八
、
敬
翔
伝
）
と
結
論
す
る
の
は
、
後
梁
へ
の
歴
史
的
批
判
を
優
先
さ
せ
た
後
世
の
視
座
が
、
社
会
的
背
景
と
劉
氏
と
い
う
一
事
例
か
ら
の
影
響
と
を
取
り
違
え
た
結
果
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
朱
全
忠
の
下
に
い
た
そ
の
他
の
女
性
た
ち
も
、
同
様
の
背
景
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
朱
全
忠
の
息
子
の
一
人
で
父
か
ら
最
も
期
待
さ
れ
た
朱
友
文
の
妻
王
氏
も
、
日
常
的
に
朱
全
忠
の
傍
ら
に
侍
り
つ
つ
、義
父
と
夫
と
の
連
絡
役
を
務
め
て
い
た
（『
通
鑑
』
巻
二
六
八
、
乾
化
二
年
（
九
一
二
）
閏
五
月
）。
同
記
事
で
は
他
の
息
子
、
朱
友
珪
の
妻
張
氏
も
と
も
に
「
朝
夕
、
帝
側
に
侍
」
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
諸
子 
外
に
在
り
と
雖
も
、
常
に
其
の
婦
を
徴
し
て
入
侍
」
さ
せ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
息
子
た
ち
の
夫
人
の
多
く
に
及
ん
だ
処
遇
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
か
く
も
多
数
に
の
ぼ
る
事
例
を
、
す
べ
て
朱
全
忠
個
人
の
性
的
嗜
好
の
み
に
よ
る
も
の
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と
解
す
る
の
は
、
や
は
り
後
梁
に
対
す
る
積
年
の
歴
史
的
評
価
の
偏
向
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い）12
（
。
あ
る
い
は
当
初
彼
の
嗜
好
に
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
が
実
質
的
に
朱
全
忠
と
臣
下
・
息
子
ら
と
の
連
絡
・
調
整
役
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ま
と
め
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
本
論
の
所
期
の
目
的
か
ら
総
括
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
「
沙
陀
系
王
朝
」
論
へ
の
応
答
と
し
て
確
認
す
る
と
、
張
全
義
一
党
の
民
族
的
特
性
は
や
は
り
沙
陀
族
や
ソ
グ
ド
系
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
洛
陽
で
も
多
数
出
土
し
て
い
る
ソ
グ
ド
系
勢
力
の
墓
誌
銘
か
ら
知
ら
れ
る
彼
ら
の
居
住
地
・
埋
葬
地
（
福
島
二
〇
一
三
）
と
、
本
論
に
見
た
張
全
義
一
党
の
そ
れ
と
は
空
間
的
に
は
重
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、張
氏
同
族
集
団
や
そ
の
配
下
・
婚
族
に
も
そ
う
し
た
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
逆
に
、
一
党
が
初
期
に
依
拠
し
た
職
掌
に
お
い
て
は
、
沙
陀
系
王
朝
の
中
心
と
な
っ
た
勢
力
と
も
類
似
す
る
点
が
見
出
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
の
墓
誌
史
料
か
ら
張
全
義
の
最
も
早
期
の
幕
僚
と
知
ら
れ
た
張
濛
は
財
政
運
営
上
の
能
力
に
お
い
て
こ
そ
称
賛
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
父
も
塩
鉄
巡
覆
官
で
、
張
全
義
自
身
に
し
て
か
ら
が
そ
も
そ
も
黄
巣
政
権
下
で
は
「
水
運
使
」
に
つ
い
て
い
た
。
同
政
権
下
で
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
水
運
使
と
言
え
ば
唐
後
半
で
は
六
城
水
運
使
・
代
北
水
運
使
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
霊
州
か
ら
黄
河
を
下
っ
て
勝
州
・
振
武
軍
へ
と
連
な
る
地
域
を
管
轄
と
し
た
北
辺
財
政
使
職
で
（
丸
橋
二
〇
〇
六
、 
九
八
〜
一
〇
〇
頁
）、
後
者
は
河
東
か
ら
北
辺
方
面
の
軍
糧
補
給
体
制
を
担
い
、
唐
末
に
こ
れ
を
占
拠
し
て
財
源
と
し
た
の
が
李
克
用
の
勢
力
に
他
な
ら
な
か
っ
た
（
西
村
二
〇
〇
八
、 
二
〇
〇
九
）。
民
族
的
に
は
異
質
な
沙
陀
族
・
ソ
グ
ド
系
勢
力
と
張
全
義
一
党
と
は
、
唐
末
華
北
の
財
政
使
職
と
い
う
そ
の
制
度
的
背
景
に
お
い
て
は
、
双
生
児
の
ご
と
き
関
係
に
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
一
見
農
本
主
義
的
な
張
全
義
一
党
の
出
発
点
が
こ
う
し
た
職
掌
に
こ
そ
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
洛
陽
と
い
う
局
所
に
お
け
る
彼
ら
の
復
興
へ
の
営
為
は
、
む
し
ろ
多
州
間
で
の
連
絡
と
物
資
の
輸
送
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
宋
代
文
臣
官
僚
制
の
起
点
と
し
て
彼
ら
を
と
ら
え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
と
う
。
ま
た
、
本
論
で
見
出
さ
れ
た
彼
ら
後
梁
政
権
下
の
諸
勢
力
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
皇
帝
朱
全
忠
と
の
連
絡
・
調
整
役
を
務
め
た
妻
妾
と
そ
の
拡
大
型
家
政
機
構
に
つ
い
て
も
、
い
っ
そ
う
大
き
な
意
義
を
認
め
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
。
夫
と
そ
の
妻
妾
が
外
部
へ
の
連
絡
体
制
を
複
線
的
に
有
す
る
こ
と
は
、
敬
翔
の
妻
劉
氏
・
張
全
義
の
妻
儲
氏
・
李
肅
の
妻
張
氏
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
64
で
の
男
女
関
係
と
し
て
現
れ
、
記
述
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
社
会
と
官
僚
機
構
の
双
方
が
荒
廃
を
極
め
た
唐
末
の
状
況
を
思
え
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
当
時
の
開
封
・
洛
陽
間
で
一
府
一
州
を
こ
え
た
統
合
を
か
ろ
う
じ
て
成
立
さ
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、張
全
義
一
党
の
特
色
で
あ
り
限
界
で
も
あ
っ
た
、
同
族
経
営
的
性
格
の
評
価
に
も
注
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
の
運
営
に
公
正
を
欠
き
、
幕
僚
も
「
厮
僕
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
彼
ら
の
姿
は
、
中
国
史
上
に
普
遍
的
な
貪
官
汚
吏
の
一
典
型
と
も
見
え
る
。
し
か
し
彼
ら
は
平
穏
な
時
代
に
任
地
で
易
々
と
賄
賂
を
手
に
し
た
一
官
僚
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
な
官
僚
機
構
が
破
綻
し
た
唐
末
に
あ
っ
て
、
百
戸
に
ま
で
人
口
の
減
少
し
た
洛
陽
を
拠
点
と
し
て
出
発
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
軍
事
的
・
財
政
的
に
は
常
に
周
囲
の
勢
力
に
従
属
す
る
反
面
、
洛
陽
の
復
興
に
お
い
て
は
常
に
主
体
的
・
能
動
的
で
あ
っ
た
彼
ら
の
行
動
は
、
同
族
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、「
良
玉
の
微
瑕
」（『
旧
五
代
史
』
張
全
義
伝
）
と
惜
し
ま
れ
た
既
述
の
欠
点
も
、
官
僚
機
構
と
洛
陽
の
社
会
経
済
が
相
応
に
復
興
し
た
後
に
こ
そ
問
題
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
整
備
さ
れ
た
官
僚
機
構
の
下
で
は
「
腐
敗
」「
敗
俗
」
に
つ
な
が
る
こ
う
し
た
性
格
こ
そ
、
張
全
義
夫
人
儲
氏
ら
に
見
え
る
女
性
の
政
治
的
役
割
や
儲
徳
充
の
任
侠
的
性
格
も
ふ
く
め
、
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
発
揮
さ
れ
た
社
会
的
復
元
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
沙
陀
・
ソ
グ
ド
系
以
外
の
い
か
な
る
民
族
的
特
性
に
由
来
す
る
か
は
措
く
と
し
て
、
後
梁
を
北
宋
へ
と
つ
な
が
る
再
建
の
始
期
と
と
ら
え
る
時
、
彼
ら
の
歴
史
的
個
性
と
役
割
を
看
過
し
て
そ
の
時
代
史
を
叙
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
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献
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│
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│
│
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史
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│
│
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落
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岩
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〇
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史
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西
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〜
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頁
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（
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九
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三
）「
五
代
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唐
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、
季
澄
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子
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考
」（
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陽
市
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二
文
物
工
作
隊
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河
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古
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出
版
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、
四
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〇
〜
四
五
三
頁
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劉　
連
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（
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〇
〇
二
）「
張
全
義
与
五
代
洛
陽
城
」（『
洛
陽
工
学
院
学
報
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会
科
学
版
）』
二
〇
│
二
、 
九
〜
一
二
頁
）
劉　
連
香
（
二
〇
〇
四
）「
後
晋
張
繼
昇
墓
誌
考
」（『
河
南
科
技
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
二
│
二
、 
二
五
〜
二
八
頁
）
蘇　
　
健
（
一
九
八
九
）『
洛
陽
古
都
史
』（
博
文
書
社
）
陳　
智
超
（
二
〇
一
一
）「
輯
補
『
旧
五
代
史
・
梁
太
祖
本
紀
』
導
言
」（『
隋
唐
遼
宋
金
元
史
論
叢
』
第
一
輯
、
紫
禁
城
出
版
社
、
二
一
三
〜
二
三
三
頁
）
　
注
（
1
）　
「
地
主
国
家
」
と
し
て
宋
朝
を
と
ら
え
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
靖
彦
氏
の
所
論
（
佐
竹
一
九
九
〇
、 
七
三
五
〜
七
三
八
頁
）
を
あ
げ
て
お
く
。
（
2
）　
兵
権
回
収
や
中
央
集
権
化
な
ど
で
は
な
く
、
契
丹
と
の
対
決
と
い
う
政
治
的
選
択
と
中
華
思
想
に
基
づ
く
そ
の
理
論
武
装
に
つ
い
て
世
宗
を
評
価
す
る
研
究
は
従
来
数
少
な
く
、
岡
崎
文
夫
・
寺
地
遵
両
氏
の
そ
れ
が
あ
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
岡
崎
一
九
九
五
、 
三
四
八
〜
三
五
〇
頁
、
寺
地
一
九
八
三
、 
一
〇
七
〜
一
一
〇
頁
）。
（
3
）　
厳
密
に
言
え
ば
張
全
義
の
洛
陽
へ
の
関
与
の
始
ま
り
は
、「
蔡
賊
」
孫
儒
を
退
け
て
こ
こ
を
占
拠
し
た
こ
と
に
よ
る
八
八
七
年
と
、
魏
王
へ
の
封
爵
な
ど
に
よ
る
九
〇
七
年
と
の
二
説
が
あ
り
、
こ
の
間
に
洛
陽
の
長
官
で
あ
っ
た
と
い
う
他
の
人
物
の
名
も
複
数
あ
げ
ら
れ
る
（
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
二
一
頁
）。
し
か
し
こ
の
間
に
も
張
全
義
の
洛
陽
防
衛
・
復
興
の
事
跡
は
記
録
さ
れ
て
お
り
、
九
〇
五
年
に
は
こ
れ
を
称
え
た
詔
勅
も
66
出
さ
れ
て
い
る
（『
冊
府
元
亀
』
巻
二
五
、
天
祐
二
年
八
月
）
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
八
八
七
年
以
降
一
貫
し
て
彼
に
よ
る
支
配
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
4
）　
張
全
義
の
忠
誠
に
疑
念
を
抱
い
た
朱
全
忠
に
対
す
る
妻
儲
氏
の
言
（
本
文
で
詳
述
）、
反
乱
に
関
与
し
た
張
繼
祚
の
罪
を
そ
の
妻
子
ま
で
に
止
め
る
よ
う
説
い
た
李
濤
の
上
疏（『
宋
史
』巻
二
六
二
、李
濤
伝
）、
な
ど
。
（
5
）　
『
旧
五
代
史
』
巻
六
三
お
よ
び
『
新
五
代
史
』
巻
四
五
の
張
全
義
伝
。
頻
用
す
る
た
め
以
下
本
論
で
は
巻
数
は
省
略
し
、
各
書
の
張
全
義
伝
と
の
み
記
す
。
（
6
）　
こ
う
し
た
中
で
劉
連
香
氏
の
論
文
二
編
（
劉
二
〇
〇
二
お
よ
び
二
〇
〇
四
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
編
纂
史
料
と
新
出
墓
誌
史
料
か
ら
張
全
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
展
開
し
て
お
り
、
特
に
そ
の
同
族
集
団
に
つ
い
て
知
る
上
で
筆
者
も
大
い
に
参
考
と
し
た
。
（
7
）　
客
将
も
ま
た
節
度
使
管
下
に
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
主
な
職
掌
は
他
藩
か
ら
の
使
節
な
ど
へ
の
応
対
に
あ
っ
た
。
（
8
）　
『
旧
五
代
史
』
巻
六
、
後
梁
乾
化
元
年
（
九
一
一
）
五
月
、『
冊
府
元
亀
』
巻
二
〇
五
、
乾
化
五
年
（
九
一
五
）
五
月
癸
巳
。
ま
た
、
唐
末
に
張
全
義
が
移
転
さ
せ
た
洛
陽
の
府
廨
は
臨
闤
坊
、
張
全
義
の
祠
堂
・
生
祠
は
綏
福
坊
、
父
が
張
全
義
の
副
将
で
あ
っ
た
桑
維
翰
の
本
貫
は
賢
相
坊
（
章
善
坊
）
に
あ
っ
た
と
い
い
（『
河
南
志
』
巻
一
、
長
夏
門
街
之
東
第
三
街
お
よ
び
第
四
街
、
各
坊
の
条
）、
す
べ
て
洛
陽
城
の
東
南
に
位
置
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
「
疑
う
ら
く
は
張
全
義
の
南
州
を
保
つ
時
、
壘
垣
を
築
く
所
な
ら
ん
」
と
さ
れ
る
福
善
坊
も
、
南
市
の
西
に
接
し
て
い
る
（
同
書
同
巻
、
長
夏
門
街
之
東
第
一
街
、
福
善
坊
・
福
善
坡
）。
（
9
）　
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
ほ
か
編
『
洛
陽
新
獲
墓
誌
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
な
ど
。
ま
た
各
墓
誌
へ
の
考
察
に
つ
い
て
、
李
ら
一
九
九
三
、
劉
二
〇
〇
二
、
劉
二
〇
〇
四
な
ど
を
参
考
と
し
た
。
（
10
）　
張
昌
孫
は
、『
旧
五
代
史
』
巻
五
、
梁
太
祖
開
平
四
年
（
九
一
〇
）
四
月
丙
戌
に
「
河
南
張
昌
孫
」
と
あ
る
他
、
同
書
巻
九
の
梁
末
帝
貞
明
三
年
九
月
甲
辰
で
は
壽
州
團
練
使
に
充
て
ら
れ
、
翌
年
の
九
月
乙
未
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
人
物
で
あ
る
。
張
全
義
と
の
関
係
を
思
わ
せ
る
け
れ
ど
も
、
本
論
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
（
11
）　
『
旧
五
代
史
』
巻
一
、
梁
太
祖
紀
一
、
お
よ
び
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
七
、「
梁
祖
張
夫
人
」、
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
と
も
に
碭
山
の
出
身
で
あ
る
。
（
12
）　
筆
者
も
朱
全
忠
の
荒
淫
と
い
う
歴
史
的
実
態
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
朱
友
珪
の
母
（
姓
名
不
詳
）
は
も
と
亳
州
の
營
妓
で
あ
り
、
同
地
に
宿
営
し
た
朱
全
忠
に
よ
り
「
召
し
て
侍
寢
す
。
月
余
、
將
に
こ
れ
を
捨
て
去
ら
ん
と
す
る
に
、
娠
を
以
て
告
」
し
た
と
い
う
（『
通
鑑
』
巻
二
六
八
、
乾
化
二
年
（
九
一
二
）
五
月
丙
寅
の
注
）。
し
か
し
、
彼
の
悪
し
き
性
癖
の
最
た
る
証
左
と
見
え
る
こ
の
事
例
で
も
、
こ
の
女
性
は
姓
名
も
伝
わ
ら
ぬ
天
涯
孤
独
の
身
と
思
わ
れ
、
張
全
義
の
妻
儲
氏
ら
と
は
む
し
ろ
相
違
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
